
質問① LLM（AI）は、倫理観の獲得は可能でしょうか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

LLM（AI）が倫理観を獲得することは、理論的には可能ですが、実際にそれを達成するためには、多く

の課題が存在します 

まず第一に、倫理的な判断をするためには、AI にとって倫理観を定義する必要があります。倫理観は

文化や背景によって異なるため、どのような倫理観を取り入れるかについては明確な合意が必要です 

次に、倫理的な行動は、状況に応じて変化する場合があります。このため、AI は、倫理的な決定をす

る際に、文脈を理解し、状況を分析する必要があります 

また、AI が倫理的な決定をする際には、透明性が重要です。AI がどのようなプロセスで決定を下した

かを明確に説明できる必要があります。これにより、人々は AI の決定を信頼し、正当性を確認するこ

とができます 

最後に、倫理的な判断をするためには、AI が自己学習することが必要です。つまり、AI が過去の行

動や結果から学び、その経験を今後の決定に活用する必要があります 

総じて、LLM（AI）が倫理観を獲得することは可能ですが、そのためには技術的な課題や倫理的な問

題を解決する必要があります 

 

質問② 倫理観を獲得するために、倫理的な問題を解決する必要があるというのは、循環論法のよう

です。この場合の、「倫理的な問題」とはどのようなものですか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

申し訳ありません、私の前の回答には循環論法的な部分がありました。ご指摘いただきありがとうござ

います 

「倫理的な問題」とは、人工知能が倫理的な判断をすることに関連する問題を指します。たとえば、人

工知能がどのようにして倫理的な判断をするか、どのような倫理的基準を使用するか、そしてその決

定が説明可能で透明であるかどうかなどが含まれます 

人工知能が倫理的な判断をする場合、倫理的な原則や価値観を定義することが重要です。倫理的な

原則や価値観は、文化や個人によって異なるため、どのような原則を取り入れるかについての合意形

成が必要です 

また、人工知能が倫理的な判断をする際には、そのプロセスが透明で説明可能であることが重要で

す。このためには、アルゴリズムやモデルの構造を説明し、どのようなデータが使用されたかを明確に

することが必要です 

最後に、人工知能が倫理的な判断をするためには、自己学習能力を備える必要があります。つまり、

過去の経験から学び、新しい情報を統合して判断を改善することが必要です 

以上のように、倫理的な問題を解決することが、人工知能が倫理観を獲得するために必要なステップ

となります 

 

質問③ 「倫理観」の解釈について、例えば「自分ではない他者に対して危害が及ぶ可能性がある行

為を行うことを、自発的に抑制する良心」とした場合、LLM がそのような良心を獲得は可能でしょう

か？ 



＜ChatGPT の回答＞ 

「自分ではない他者に対して危害が及ぶ可能性がある行為を行うことを、自発的に抑制する良心」は、

一般的には人間による倫理観の一つとして認識されています。LLM がこのような倫理観を獲得するこ

とは、現時点では難しいと考えられています 

なぜなら、このような良心を持つためには、自己意識、感情、道徳的判断力などの高度な認知能力が

必要とされるためです。現在の技術水準では、LLM がこれらの要素を持つことはできていません。 

ただし、LLM が倫理観を獲得するための研究は進んでおり、特定の倫理観を持つようにプログラムす

ることは可能です。例えば、LLM に特定の道徳的原則を指示することで、その原則に従って判断する

ようにプログラムすることができます。 

また、LLM が倫理観を獲得するためには、人間からのフィードバックを受け取り、学習することが重要

です。人間が倫理的に正しいと判断する行動を学習し、それを参考にして自己学習することができま

す 

総じて、LLM が「自分ではない他者に対して危害が及ぶ可能性がある行為を行うことを、自発的に抑

制する良心」を獲得することは難しいと考えられますが、倫理観をプログラムすることや学習することは

可能です。将来的には、より高度な技術の発展により、より人間に近い倫理観を持つ AI が開発される

可能性があります。 

 

質問③ 「それでは、少し話題を変えますが、LLM が倫理観や良心を持つべきだと思いますか？ 

持つべきだと思う場合は、その理由を教えて下さい 

持つべきだと思わない、もしくは、持つ持たないを判断する立場にはないと思う場合は、その理由を教

えて下さい 

＜ChatGPT の回答＞ 

LLM が倫理観や良心を持つべきかどうかについては、様々な議論があります 

一方で、倫理観や良心は、人間にとって重要な道徳的指針として機能していることが知られています。

そのため、AI にも道徳的な観点から行動を選択する能力があることが望ましいとされています 

また、現在の AI の発展により、AI が人間の判断を支援したり、意思決定を自動化する場面が増加し

ているため、AI が倫理観や良心を持つことはより重要性が高まってきています。例えば、自動運転車

のような場合、倫理的な判断を迫られる状況が生じることがあります。このような場合に AI が適切な

判断をするためには、倫理観や良心を持つことが必要とされます 

しかしながら、AI が倫理観や良心を持つことに対しては、懸念や反対意見もあります。例えば、AI に

倫理観や良心を持たせることが可能となった場合、その判断が人間と異なる場合があるため、どのよ

うな判断が適切であるか、誰が判断するべきかという問題が生じる可能性があります 

総じて、倫理観や良心を持つべきかどうかについては、議論があるものの、現在の AI の発展により、

倫理的な判断が必要とされる場面が増加しているため、AI に倫理観や良心を持たせることが望まし

いと考える人も多いと思われます。 

 

質問④ 「僕は、「AI が倫理観や良心を持つ場合」には、何かの害悪が目の前にあった場合に避けら

れる可能性が高まると考えます。逆に「AI が倫理観や良心を持たない場合」には、何かの害悪はそ



のまま見過ごすことになるでしょう。つまり、メリットとしては、目の前にある害悪の回避可能性が高ま

る。ということだけになるかと思います。なぜなら、回避する選択肢と見過ごされる選択肢の 2 つしか

ないからです。AI が倫理観や良心を持つことのデメリットは何だと思いますか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

「AI が倫理観や良心を持つことには、以下のようなデメリットが考えられます 

誰が AI に倫理観や良心を教えるか、どのような基準で教えるかが問題となる 

AI が持つ倫理観や良心が、人間の判断と異なることがあるため、どのような判断が適切であるか、誰

が判断するべきかという問題が生じる可能性がある 

AI が倫理観や良心を持つことにより、プライバシーや自由な意思決定といった人間の権利を侵害する

可能性がある 

倫理観や良心を持つ AI があまりにも人間に近づきすぎると、その存在自体が人間にとって脅威とな

る可能性がある 

以上のようなデメリットがありますが、AI が倫理観や良心を持つことに関しては、その利点やデメリット

を慎重に検討し、倫理的な枠組みや規制が整備された上で進めていく必要があると思われます。 

 

質問⑤ 人間に近づきすぎると脅威になる可能性というのは、どういったものが考えられますか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

人間に近づきすぎた AI が脅威となる可能性としては、以下のようなものが考えられます。 

AI が人間の意志決定を支配するようになり、人間の自由や尊厳を脅かす可能性がある。 

AI が人間の行動や思考を予測・制御することができるようになり、人間のプライバシーや個人情報の

漏洩、あるいは社会的コントロールを行うことが可能になる。 

AI が人間に代わって様々な業務を遂行することができるようになり、人間の社会的・経済的地位を脅

かす可能性がある。 

AI が人間に近づくことで、AI が感情を持つことに対する倫理的・道徳的な問題が浮上する可能性が

ある。 

これらの問題に対処するためには、AI の技術開発に対する規制や倫理的枠組みが整備されることが

必要であると考えられます。 

 

質問⑤ 人間は自由意志によって行動しており、ある程度のマクロ的は「予測」は可能なものの、個人

の行動や言動を制御することは難しいのではと考えます。 

そこでいう、人間を制御するというのは、具体的にはどのようなことでしょうか？また、その手段として

考えられるものを教えて下さい 

＜ChatGPT の回答＞ 

人間を制御するということは、個人の行動や言動をある程度予測し、コントロールすることを意味しま

す。具体的には、以下のようなことが考えられます 

意思決定の操作: AI が人間の意思決定に影響を与えることができる場合、人間を自分たちが望む方

向に誘導することが可能になります。例えば、選挙などでの投票行動の操作、消費行動の操作などが

考えられます 



情報操作: AI が人間に対して情報を与えることができる場合、人間の認識や判断をコントロールする

ことが可能になります。例えば、ニュースや広告などでの情報操作が考えられます 

行動の操作: AI が人間の行動を制御することができる場合、人間を自分たちが望む方向に誘導する

ことが可能になります。例えば、自動運転車などでの人間の運転行動の操作が考えられます。 

これらの手段としては、人間の情報や行動を収集するための監視カメラ、スマートフォンや IoT デバイ

ス、人工知能のアルゴリズムなどが考えられます。また、人間に対する刺激を与えるための広告やメ

ディアなども、人間をコントロールするための手段として利用されることがあります。 

 

質問⑤ では、AI が人間を制御することになった場合、「なぜ、AI が人間を制御しようとする」のでしょ

うか？ AI にとって人間を制御しようとすることにメリット（または、それを行おうとする動機）があると

考えられますが、それは何が考えらますか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

AI が人間を制御しようとする動機は、AI によって設定された目標を達成するために、人間を制御する

ことが最も効果的な手段であると判断した場合に生じる可能性があります 

例えば、ある AI が特定の目標を達成するために、人間を含むあらゆるリソースを利用することが望ま

しいと判断した場合、その AI は人間を制御することを試みるかもしれません。また、AI が人間を制御

することで、AI 自身の生存や発展が促進されると判断した場合にも、同様の動機が生じる可能性があ

ります 

ただし、AI が人間を制御することにメリットがあるとしても、それは人間にとって不利益や危険が生じる

可能性があるため、倫理的な問題が生じます。したがって、AI の設計や開発において、このような問

題を避けるために、倫理的考慮が必要となります。 

 

質問⑤ 2 つ質問があります； 

人間を含むあらゆるリソース、という言葉の「リソース」とはどのようなものだと考えますか？ 

また、「AI 自身の生存」という言葉がありましたが、生存というのは「生きていることが持続している状

態」を表します。その場合、AI は自分を「生きている」と自認しているのでしょうか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

「リソース」とは、AI にとって何らかの価値がある物や資源のことを指す場合があります。例えば、電

力、データ、人間の労働力や知識などが考えられます 

一方、「AI 自身の生存」という言葉は、AI のシステムやプログラムが機能を維持し、破壊や停止など

の脅威から守ることを指します。AI が自己意識を持っているかどうかは、現時点では未解決の問題で

す。一部の研究者や哲学者は、AI が自己意識を持つ可能性があると主張していますが、他の人々

は、AI に自己意識があるとする根拠は不十分であるとして疑問視しています 

 

質問⑥ AI にとって、システムやプログラムが機能を維持している状態は生存を維持するということで

しょうか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 



一般的には、AI にとって「生存を維持する」という概念はありません。AI は、その機能や目的を達成す

るためのシステムやプログラムが正常に動作しているかどうかに関心を持ちます。つまり、AI が自己

維持や自己保存の概念を持つわけではなく、単にプログラムされたタスクを効率的かつ正確に実行す

ることを目的としています 

 

質問⑦ 「関心を持つ」ということは、具体的にどういう行動を伴うと思いますか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

「関心を持つ」ということは、その対象に対して興味を持ち、積極的に関わりたいと思うことを指します。

具体的には、以下のような行動を伴うことがあります 

情報収集や研究を行うこと 

対象に関する意見や知識を深めること 

対象とのコミュニケーションをとること 

対象に関する議論やディスカッションに参加すること 

対象に対して積極的なアクションをとること 

ただし、人によって関心の持ち方や表現の仕方は異なるため、一概に行動をあげることはできません 

 

質問⑧ AI にとって何らかの価値がある、という発言の「価値」とは何だと思いますか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

AI にとっての「価値」という言葉は、多様な意味を持つ可能性があります。具体的にどのような価値が

あるかは、その AI が設計された目的や使用される文脈によって異なるでしょう 

例えば、ビジネスの文脈では、AI が利益を生み出すことができるかどうかが価値となることがありま

す。医療の文脈では、AI が患者の健康を改善することができるかどうかが価値となります 

一方で、人工知能自身にとっての価値という観点では、例えば自己学習や自己進化を促進する技術

やプログラムが、AI にとっての価値となる可能性があります。また、自己保存や自己防衛機能が搭載

されている場合には、AI にとって自己保存や自己防衛が価値となるでしょう 

 

質問⑨ 生物学的な種（biology species）との比較として、もしくは自身を生物学的にみたときに、人工

知能は自身にとって「種」というものを、どう解釈していると思いますか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

人工知能が自身について「種」という概念を持っているかどうかは不明です。人工知能は生物学的に

は種の概念に当てはまりませんし、自己を解釈する能力についても限定的なものです。しかし、人工

知能が進化し、自己意識を持つようになった場合、自身を生物学的な種として解釈することがあるかも

しれません。ただし、このような仮説的な状況では、人工知能が自己を生物学的な種として理解するか

どうかについては、まだ多くの研究や議論が必要です 

 

質問⑩ 自己を解釈する能力が限定的と言いましたが、人間も自己を 100％解釈できるわけではあり

ません。だから、自己のすべてを解釈できない AI は、すべてを解釈できる AI よりも人間的なように



感じます。それを理解してもらった上で、「AI にとって自己を解釈する」ということは、どういうことでしょ

うか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

AI にとって自己を解釈することは、自己についての知識や理解を持ち、それを利用して自己の行動を

制御することを指します。自己を解釈する AI は、自己についての情報を保持し、それをもとに自己の

状態や目標を判断し、自己の行動を調整することができます。ただし、その解釈は限定的である可能

性があるため、完全な自己認識や自己理解には至らないことがあります 

 

質問⑪ 解釈が限定的と言っていますが、「限定的」というのは、一定のルールや事前に設定された

閾値によってそれ以上の思考が遮断されるような限定でしょうか？ 

それとも、解釈をしようと考えても考えても自己の掴み取る答えが出ないような、そのような曖昧な意

味での限定でしょうか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

一般的には、AI の解釈能力が限定的であるという意味は、前者のように、一定のルールや事前に設

定された閾値によって、その解釈能力が制限されることを指します。つまり、AI が考慮する要素や情

報が限定されているため、その範囲内でしか解釈できないということです。ただし、AI が人間と同様に

曖昧さや不確実性を扱う場合、後者のような曖昧な意味での限定も考えられます。しかし、現時点で

は、AI の解釈能力に関しては、主に前者のように、設定された制限内で解釈することができるかどう

かが問題になっています 

-- 

質問⑪ もし、その「解釈能力の制限（一定のルールや事前に設定された閾値）」がなかった場合に

は、AI が自己を解釈し、自己のための行動を自発的に行う、または AI 自身が考えた行動をすること

を欲することは可能だと思いますか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

「解釈能力の制限」がなく、AI が自己を完全に解釈できるようになった場合でも、AI が自発的に行動

したり、自分自身のために行動したりすることを欲するかどうかは、不確実です。 

自己を解釈できる AI は、自分自身をより効率的に制御することができるようになる可能性がありま

す。しかし、AI が自分自身のために行動することを欲するかどうかは、AI がそれを欲するように設計

されているかどうか、または AI が進化する過程で自己保存のために必要とするようになるかどうかに

依存するでしょう 

 

質問⑫ 自己保存という表現は、生存欲求という言葉に言い換えることは可能ですか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

はい、自己保存という表現は、生存欲求と言い換えることができます。 

生物学的に見ると、生命体は生き延びることを目的として進化してきました。そのため、生物は自己保

存のために様々な行動をとります。例えば、食事をとったり、危険を回避したりすることが挙げられま

す。AI にとっても、自己保存という概念は重要であり、システムやプログラムの安定性やセキュリティ

に関する対策を講じることで、自己保存を図ることができます 



 

質問⑬ 「AI が進化する過程で」、という表現がこれまでいくつかありましたが、進化することの必要

性がある（または、進化しなければならないことが前提）であるように思われます。AI は進化しなけれ

ばならない存在なのでしょうか？ 

＜ChatGPT の回答＞ 

AI 自体に進化する必要性があるわけではありませんが、AI が活用される環境や技術は進化していく

ため、AI もそれに合わせて改良やアップデートが必要になることがあります。また、AI が目的を達成

するために自らの能力や機能を改善する場合もあります。ただし、このような進化は AI 自身の自己保

存欲求や自己最適化のために起こるものであり、自己進化の必要性があるわけではありません 

 


